瓊浦余韵 : 京都大学附属図書館蔵『﨑陽蜀山人書集』から by 宮﨑 修多
瓊浦余韵
二
五
瓊
浦
余
韵
─
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』
か
ら
─
宮　
﨑　
修　
多
　
文
化
元
年
か
ら
翌
二
年
に
か
け
て
の
幕
臣
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
～
一
八
二
三
）
の
長
崎
出
役
に
関
し
て
は
、
南
畝
自
身
が
多
く
の
記
録
を
残
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
詳
細
な
事
蹟
は
自
づ
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
詩
集
の
『
鶯
谷
集 
附
巌
原
集
』『
瓊
浦
集
』、
日
記
・
紀
行
と
し
て
『
百
舌
の
草
茎
』『
小
春
紀
行
』、
雑
記
の
『
瓊
浦
雑
綴
』『
瓊
浦
又
綴
』『
瓊
浦
遺
珮
』、
公
用
記
録
の
『
長
崎
表
御
用
会
計
私
記
』『
俄
羅
斯
考
・
羅
父
風
説
』
な
ど
、
ま
た
な
ん
と
い
っ
て
も
そ
の
生
活
の
細
部
を
窺
う
屈
強
の
資
と
し
て
、
江
戸
の
息
子
定
吉
や
島
崎
金
次
郎
ら
親
族
宛
書
簡
、
ま
た
現
地
で
最
も
親
し
ん
だ
外
浦
町
乙
名
、
岩
原
目
付
屋
敷
御
用
達
の
商
人
中
村
作
五
郎
（
号
李
囿
）
宛
の
二
十
数
通
に
も
お
よ
ぶ
長
簡
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
我
々
は
江
都
で
の
日
々
以
上
に
、
か
の
地
で
の
南
畝
を
細
か
く
垣
間
見
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
早
く
玉
林
晴
朗
『
蜀
山
人
の
研
究
』（
昭
和
十
九
年
刊
、
畝
傍
書
房
）
で
も
こ
の
出
張
に
つ
い
て
四
十
数
頁
が
割
か
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
濱
田
義
一
郎
に
よ
る
論
文
「
江
戸
文
人
の
歳
月
」（
大
妻
女
子
二
六
大
学
文
学
部
紀
要
第
15
号
、
昭
和
五
十
八
年
三
月
）
で
さ
ら
に
日
常
が
考
証
さ
れ
、
近
年
の
新
名
規
明
に
よ
る
論
考
「
大
田
南
畝
の
長
崎
（
一
）
～
（
四
）」（
長
崎
談
叢
84
～
91
輯
、
平
成
七
年
十
一
月
～
同
十
四
年
五
月
）
は
、
長
崎
に
お
け
る
公
務
と
現
地
の
人
物
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
す
べ
て
、
南
畝
自
身
の
記
述
の
多
さ
に
起
因
す
る
成
果
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
西
遊
時
の
文
業
を
偶
々
目
に
し
た
資
料
で
少
し
く
補
填
す
る
な
ど
、
屋
上
屋
を
架
す
の
そ
し
り
を
受
け
か
ね
ま
い
が
、
南
畝
好
き
と
し
て
放
擲
す
る
に
は
惜
し
い
文
字
、〈
遊
び
〉
な
る
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
に
も
甘
え
て
、
あ
え
て
こ
こ
に
開
陳
す
る
こ
と
に
す
る
。
か
つ
て
『
大
田
南
畝
全
集
』（
岩
波
書
店
刊
）
編
纂
時
に
は
、
碩
学
諸
家
の
ご
助
言
に
支
え
ら
れ
、
あ
ち
こ
ち
に
眠
る
遺
文
発
掘
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
編
者
の
濱
田
先
生
、
中
野
先
生
、
そ
し
て
版
元
側
編
集
の
飯
泉
平
伍
さ
ん
た
ち
と
の
吟
味
作
業
も
懐
か
し
い
が
、
そ
の
方
々
が
鬼
籍
に
入
ら
れ
た
い
ま
、
た
と
え
ば
此
度
あ
ら
た
め
て
提
示
す
る
「
鶴
枕
の
記
」
が
、
従
来
い
く
た
び
か
活
字
に
な
っ
て
い
な
が
ら
『
全
集
』
未
収
の
ま
ま
で
あ
っ
た
事
情
を
お
尋
ね
す
る
な
ど
と
い
う
機
会
も
、
つ
い
に
失
わ
れ
た
。
南
島
や
北
地
に
残
る
先
の
大
戦
々
没
者
の
遺
骨
収
集
は
、
七
十
五
年
以
上
の
時
を
隔
て
、
い
よ
い
よ
そ
の
判
別
の
困
難
が
事
業
進
捗
の
障
碍
と
な
っ
て
い
る
と
聞
く
。『
全
集
』
完
結
後
の
我
々
も
そ
れ
と
似
た
よ
う
な
局
面
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
に
時
折
出
現
す
る
南
畝
の
逸
文
を
前
に
、
後
学
は
蛮
勇
を
奮
っ
て
時
間
の
泥
土
を
落
と
し
、
審
定
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
ろ
う
。
１　
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』
に
つ
い
て
　
本
稿
で
言
及
す
る
資
料
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』
は
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
（
Ｋ
Ｇ
／
２
４
８
／
キ
３
）、
四
針
袋
綴
の
写
本
瓊浦余韵
二
七
一
冊
（
大
本
、
23
・
3
×
16
・
4
糎
、
楮
紙
）。
無
地
の
卵
色
表
紙
。
題
簽
は
青
の
打
曇
り
の
入
っ
た
用
紙
に
印
刷
子
持
ち
枠
、
枠
内
に
「
﨑
陽
蜀
山
人
書
集　
全
」
と
墨
書
さ
れ
、
左
肩
に
貼
ら
れ
る
。
巻
首
の
扉
裏
に
大
阪
質
商
濱
和
助
の
蔵
書
票
あ
り
。
　
そ
の
蔵
書
票
の
貼
っ
て
あ
る
最
初
の
白
紙
の
扉
１
丁
を
入
れ
て
墨
付
き
は
総
70
丁
。
構
成
は
大
き
く
四
つ
の
部
分
に
分
か
れ
、
各
々
の
分
量
を
、
各
部
の
冒
頭
に
掲
げ
て
あ
る
扉
題
や
内
題
で
示
せ
ば
左
の
ご
と
し
。
　
　
一
、「
西
遊
吟
草
」　
23
丁
　
　
二
、「
鶴
枕
之
伝
」　
18
丁
　
　
三
、「
﨑
陽
蜀
山
翁
在
任
中
書
遺
法
帖
」　
20
丁
　
　
四
、（「
松
花
堂
芳
野
の
道
記
」「
珠
聯
合
璧
」
写
し
）　
８
丁
　
今
回
主
と
し
て
翻
字
紹
介
す
る
の
は
右
の
う
ち
一
と
二
で
あ
る
。
三
は
後
述
す
る
が
、（
財
）
工
芸
学
会
麻
布
美
術
工
芸
館
蔵
と
さ
れ
る
書
画
帖
『
蜀
山
人
園
繞
名
蹟
集
』
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
の
写
し
。
三
は
既
に
『
名
蹟
集
』
と
し
て
翻
刻
が
備
わ
り
、
四
は
覚
書
的
な
抄
書
部
分
な
の
で
、
い
づ
れ
も
省
い
た
。
一
冊
は
別
の
機
会
に
作
ら
れ
た
四
種
の
写
本
を
、
近
世
期
の
う
ち
に
合
綴
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
筆
跡
も
、
各
部
微
妙
に
異
な
る
。
２　
「
西
遊
吟
草
」
　
綴
じ
こ
ま
れ
た
最
初
の
部
分
は
「
西
遊
吟
草
」
と
内
扉
左
側
に
題
さ
れ
た
詩
歌
稿
で
あ
る
。
南
畝
特
有
の
筆
跡
を
、
比
較
的
大
字
で
模
し
た
も
の
で
【
写
真
１
・
２
】、
詩
二
十
一
首
、
和
歌
十
七
首
の
計
三
十
八
首
。
南
畝
の
後
語
に
は
「
詩
二
十
首
」
と
す
る
が
二
八
翻
刻
19
と
20
が
同
題
の
連
作
ゆ
え
、
こ
れ
を
一
首
と
数
え
た
か
。
前
後
で
韻
を
異
に
す
る
の
で
、
こ
こ
で
は
二
首
と
扱
う
。
　
南
畝
の
後
語
に
も
あ
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
西
役
途
次
の
詠
草
か
ら
、
到
着
後
に
選
ん
で
清
書
し
、
高
木
公
輔
に
奉
呈
し
た
も
の
。
写
し
で
あ
る
が
、
末
尾
に
あ
る
雅
楽
堂
の
識
語
部
分
は
朱
筆
訂
正
の
入
っ
た
稿
本
の
ま
ま
で
実
捺
の
印
記
も
あ
り
、
こ
こ
は
雅
楽
堂
自
身
に
よ
る
書
写
識
語
と
認
定
し
て
よ
い
。
そ
れ
に
従
え
ば
、
南
畝
自
筆
本
が
そ
の
ま
ま
高
木
氏
の
も
と
に
あ
り
、
か
つ
て
そ
れ
を
河
久
保
氏
宅
で
一
見
し
た
こ
と
の
あ
る
雅
楽
堂
が
、
た
ま
た
ま
大
悲
庵
で
そ
れ
に
再
会
し
、
借
り
出
し
て
写
し
た
の
が
天
保
十
四
年
八
月
三
日
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
河
久
保
氏
は
未
考
。
大
悲
庵
は
諏
訪
神
社
の
少
し
下
の
ほ
う
に
あ
っ
た
崇
福
寺
の
子
院
だ
が
、
今
は
な
い
。
こ
の
雅
楽
堂
書
写
の
五
年
後
に
日
本
に
密
入
国
し
、
そ
の
後
長
崎
の
阿
蘭
陀
通
詞
た
ち
に
英
語
を
教
え
た
カ
ナ
ダ
人
ラ
ナ
ル
ド
・
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
が
、
最
初
幽
閉
さ
れ
た
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
筆
跡
配
字
改
行
等
、
原
本
の
体
裁
通
り
に
写
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
、
そ
の
様
相
か
ら
み
て
元
は
巻
子
で
は
な
く
折
帖
な
い
し
冊
子
体
だ
っ
た
と
お
ぼ
し
い
。
　
南
畝
が
こ
の
詩
歌
稿
を
謹
呈
し
た
、
そ
し
て
南
畝
の
著
作
中
に
も
二
三
度
登
場
す
る
こ
の
高
木
公
輔
と
は
、
い
か
な
る
人
物
か
。
南
畝
が
著
作
中
で
「
県
令
」
の
肩
書
を
冠
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
代
官
の
高
木
作
右
衛
門
と
混
同
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
滞
在
時
の
代
官
で
あ
る
高
木
作
右
衛
門
十
代
忠
任
と
も
公
務
上
関
係
は
存
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
公
輔
は
代
官
で
は
な
い
。
高
木
作
右
衛
門
家
に
は
長
崎
代
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
本
家
と
、
町
年
寄
に
任
命
さ
れ
る
分
家
筋
の
伝
左
衛
門
系
が
あ
っ
た
（
原
田
博
二
「
長
崎
の
高
木
家
（
作
右
衛
門
系
・
彦
右
衛
門
系
）
の
家
系
に
つ
い
て
㈠
」
長
崎
談
叢
98
輯
、
平
成
二
十
二
年
三
月
）。
高
木
公
輔
と
い
う
の
は
代
々
清
右
衛
門
を
名
乗
る
後
者
の
系
統
の
う
ち
、
第
十
一
代
清
右
衛
門
忠
郷
（
墓
碑
に
は
「
忠
卿
」）
で
は
な
か
ろ
う
か
。
明
和
四
年
九
月
町
年
寄
に
任
じ
、
寛
政
二
年
九
月
に
は
長
崎
会
所
調
役
と
な
っ
て
い
る
。
町
年
寄
は
元
来
長
崎
に
お
け
る
自
治
を
預
か
る
町
人
だ
が
、
実
質
的
に
は
幕
府
か
ら
役
料
七
十
俵
五
人
扶
持
を
支
給
、
年
頭
は
そ
の
代
表
者
が
江
戸
城
白
書
院
で
御
目
見
瓊浦余韵
二
九
え
、
享
和
二
年
か
ら
は
帯
刀
も
許
さ
れ
た
旗
本
格
で
あ
っ
た
。
長
崎
会
所
調
役
の
兼
務
も
慣
例
化
し
て
い
て
（
五
人
扶
持
追
加
）、
南
畝
と
は
こ
こ
で
多
く
仕
事
を
共
有
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。
長
崎
会
所
は
い
う
ま
で
も
な
く
交
易
・
通
貨
・
運
上
に
関
す
る
幕
府
の
管
理
部
署
で
、
当
然
な
が
ら
貿
易
支
払
い
用
の
輸
出
銅
や
俵
物
の
流
通
調
整
も
主
要
な
任
務
で
あ
っ
た
。
三
年
前
に
出
張
し
た
大
坂
の
銅
座
が
、
こ
の
長
崎
に
お
け
る
輸
出
銅
確
保
の
た
め
の
役
所
で
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
支
配
勘
定
と
し
て
命
ぜ
ら
れ
た
両
度
の
出
張
は
公
務
と
し
て
連
続
す
る
も
の
で
あ
り
、
南
畝
に
と
っ
て
蜀
山
の
号
は
長
崎
に
お
い
て
さ
ら
に
重
き
を
増
し
た
の
で
あ
る
。
学
問
に
も
通
じ
て
い
た
ら
し
い
高
木
公
輔
は
、
南
畝
の
常
勤
し
た
目
付
屋
敷
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
会
所
で
の
近
し
い
友
人
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
在
職
時
期
と
し
て
も
公
輔
を
こ
の
高
木
忠
鄕
に
あ
て
る
の
が
妥
当
だ
が
、
そ
れ
は
忠
鄕
の
戒
名
が
「
泰
信
院
殿
公
輔
0
0
衍
達
居
士
」
な
る
こ
と
か
ら
の
類
推
で
も
あ
る
。
文
化
八
年
五
月
没
、
六
十
三
歳
。
南
畝
と
は
同
甲
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
「
西
遊
吟
草
」
で
見
る
べ
き
は
、
旅
中
の
狂
歌
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
南
畝
の
自
筆
詩
稿
『
鶯
谷
集　
附
巌
原
集
』
中
に
欠
落
し
て
い
た
詩
が
、
十
二
首
ほ
ど
補
え
る
こ
と
で
あ
る
。
長
崎
途
次
の
詠
中
、
特
に
桑
名
か
ら
豊
後
灘
ま
で
が
、
南
畝
詩
稿
で
は
な
ぜ
か
題
詞
だ
け
残
っ
て
、
詩
は
歯
の
抜
け
た
ご
と
く
に
な
っ
て
い
た
。「
十
二
首
ほ
ど
」
と
曖
昧
に
記
し
た
の
は
、
新
出
の
狂
歌
に
も
加
え
て
、『
全
集
』
所
収
の
詩
稿
で
知
ら
れ
る
も
の
と
は
若
干
異
な
る
句
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
七
絶
「
天
龍
川
を
渡
る
」
が
、
こ
の
「
西
遊
吟
草
」
で
は
、
　
　
　
渡
天
龍
川
〔
天
龍
川
を
渡
る
〕
　
14
大
天
龍
望
小
天
龍　
　
大
天
龍
は
小
天
龍
を
望
み
　
　
河
上
天
龍
雲
雨
従　
　
河
上
の
天
龍
雲
雨
従
ふ
三
〇
　
　
五
十
三
亭
行
欲
半　
　
五
十
三
亭
行
半
ば
な
ら
ん
と
欲
し
　
　
長
風
吹
送
海
浜
松　
　
長
風
吹
き
送
る
海
浜
の
松　
　
　
　
　
＊2489
 
（
詩
の
頭
の
洋
数
字
は
後
掲
翻
字
の
通
し
番
号
、
末
尾
＊
を
付
し
た
四
桁
洋
数
字
は
『
全
集
』
で
の
詩
番
号
）　
と
記
さ
れ
、
か
た
や
自
筆
詩
稿
で
は
、
結
句
「
風
高
古
駅
海
浜
松
」（
風
は
高
し
古
駅
海
浜
の
松
）
と
な
っ
て
い
て
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
「
風
高
…
」
が
後
考
で
あ
る
。
　
以
下
、『
全
集
』
の
補
遺
と
し
て
、
稿
本
欠
落
の
十
二
首
を
『
全
集
』
の
書
式
に
準
拠
し
て
摘
記
し
て
お
く
。
　
　
　
桑
海
舟
中
作
〔
桑
海
舟
中
の
作
（
二
首
）〕
　
19
一
葦
飄
々
五
両
風　
　
一
葦
飄
々
五
両
の
風
　
　
片
雲
疎
雨
度
遥
空　
　
片
雲
疎
雨
遥
空
に
度わた
る
　
　
早
臨
滄
海
辞
仙
境　
　
早つと
に
滄
海
を
臨
み
て
仙
境
を
辞
し
　
　
回
望
蓬
莱
十
二
宮　
　
望
を
回
ら
せ
ば
蓬
莱
の
十
二
宮　
　
　
＊2492
　
20
雨
歇
長
年
催
桂
棹　
　
雨
歇
み
て
長
年
桂
棹
を
催
し
　
　
去
晴
積
水
見
漁
舟　
　
晴
を
去
り
て
積
水
漁
舟
を
見
る
　
　
群
山
漸
識
桑
城
近　
　
群
山
漸
く
識
る
桑
城
近
き
と
瓊浦余韵
三
一
　
　
彩
翠
迎
人
是
勢
州　
　
彩
翠
人
を
迎
ふ
是
れ
勢
州　
　
　
　
　
＊2493
　
　
　
石
山
下
尋
幻
住
菴
跡
芭
蕉
翁
旧
栖
〔
石
山
の
下
に
幻
住
菴
の
跡
を
尋
ぬ
芭
蕉
翁
の
旧
栖
〕
　
21
応
神
山
色
碧
崖
嵬　
　
応
神
の
山
色
碧
崖
嵬けは
し
　
　
一
脉
涓
泉
漱
石
苔　
　
一
脉
の
涓
泉
石
苔
に
漱
ぐ　
　
　
幻
住
老
人
何
処
在　
　
幻
住
老
人
何
処
に
か
在
る
　
　
我
尋
遺
址
夢
中
来　
　
我
遺
址
を
尋
ね
て
夢
中
に
来
る　
　
　
＊2497
　
　
　
秋
雨
辞
浪
華
客
舎
〔
秋
雨
浪
華
の
客
舎
を
辞
す
〕
　
24
中
秋
信
宿
在
難
波　
　
中
秋
に
信
宿
し
て
難
波
に
在
り
　
　
露
満
蒹
葭
月
色
多　
　
露
蒹
葭
に
満
ち
て
月
色
多
し
　
　
朝
雨
将
臨
西
海
道　
　
朝
雨
将まさ
に
西
海
道
に
臨
ま
ん
と
し
て
　
　
無
端
更
渡
十
三
河　
　
端
無
く
も
更
に
渡
る
十
三
河　
　
　
　
＊2500
　
　
　
舞
子
浜
〔
舞
子
の
浜
〕
　
26
疎
松
疑
舞
換　
　
疎
松
舞
換
か
と
疑
ひ
　
　
細
磊
欲
珠
明　
　
細
磊
珠
明
な
ら
ん
と
欲
す
三
二
　
　
谷
翁
東
山
妓　
　
谷
翁
と
東
山
の
妓
と
　
　
樵
遊
一
旅
情　
　
樵
遊
ま
た
一
旅
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊2502
　
　
　
宿
室
津
〔
室
津
に
宿
す
〕
　
28
室
津
山
色
翠
微
　々
　
室
津
の
山
色
翠
微
々
た
り
　
　
檻
外
帆
檣
帯
夕
暉　
　
檻
外
の
帆
檣
夕
暉
を
帯
ぶ
　
　
明
日
将
乗
西
海
浪　
　
明
日
将
に
西
海
の
浪
に
乗
ら
ん
と
し
て
　
　
長
風
万
里
与
神
飛　
　
長
風
万
里
神
と
与とも
に
飛
ぶ　
　
　
　
　
＊2505
　
　
　
泊
鞆
浦
〔
鞆
浦
に
泊
る
〕
　
30
仙
水
山
回
列
翠
屏　
　
仙
水
山
回めぐ
り
翠
屏
に
列
な
る
　
　
恍
疑
泉
石
在
前
庭　
　
恍
と
し
て
疑
ふ
泉
石
前
庭
に
在
り
と
　
　
一
叢
村
落
人
烟
密　
　
一
叢
の
村
落
人
烟
密
な
り
　
　
古
寺
鐘
声
響
晩
汀　
　
古
寺
の
鐘
声
晩
汀
に
響
く　
　
　
　
　
＊2510
　
　
　
八
月
廿
五
夜
泊
加
室
値
風
雨
〔
八
月
廿
五
夜
加
室
に
泊
り
て
風
雨
に
値あ
ふ
〕
　
32
風
雨
捲
飛
濤　
　
風
雨
飛
濤
を
捲
き
瓊浦余韵
三
　
　
篷
窓
寝
久
始　
　
蓬
窓
寝
久
し
く
始
ま
る
　
　
識
吾
精
神
（
マ
マ
）　
吾
が
精
神
を
識
り
（
マ
マ
）　
　
　
　
　
＊
一
字
欠
か
　
　
全
於
一
斗
酒　
　
一
斗
の
酒
よ
り
も
全
た
し　
　
　
　
　
　
　
＊2512
　
　
　
秋
雨
舟
次
室
積
港
〔
秋
雨
舟
室
積
港
に
次
ぐ
〕
　
33
普
賢
碕
下
列
人
家　
　
普
賢
の
碕
下
人
家
に
列
な
り
　
　
阿
那
風
帆
入
水
涯　
　
亜
那
た
る
風
帆
水
涯
に
入
る
　
　
黛
暗
蛾
眉
山
上
翠　
　
黛
は
暗
し
蛾
眉
山
上
の
翠
　
　
波
淘
象
鼻
海
辺
沙　
　
波
は
淘さら
ふ
象
鼻
海
辺
の
沙
　
　
疎
松
乍
断
危
檣
出　
　
疎
松
乍
ち
断
じ
て
危
檣
出
で
　
　
宿
雨
纔
晴
積
霧
遮　
　
宿
雨
纔
に
晴
れ
て
積
霧
遮
る
　
　
昔
日
性
公
遊
此
地　
　
昔
日
性
公
此
の
地
に
遊
び
　
　
曾
将
色
相
観
空
華　
　
曾
て
将は
た
色
相
空
華
を
観
る　
　
　
　
＊2514
　
　
　
室
積
舟
中
風
雨
大
起
〔
室
積
舟
中
風
雨
大
い
に
起
る
〕
　
34
平
生
毎
苦
乏
余
間　
　
平
生
毎つね
に
苦
し
む
余
間
の
乏
し
き
を
　
　
三
日
留
舟
海
島
間　
　
三
日
舟
を
留
む
海
島
の
間
三
四
　
　
雨
打
篷
牕
無
一
事　
　
雨
は
蓬
牕
を
打
ち
て
一
事
無
く
　
　
臥
聞
波
浪
大
於
山　
　
臥
し
て
聞
く
波
浪
山
よ
り
も
大
な
る
を　
　
　
　
＊2515
　
　
　
九
月
朔
日
新
晴
舟
過
周
洋
〔
九
月
朔
日
新
た
に
晴
れ
舟
は
周
洋
を
過
ぎ
る
〕
　
36
周
洋
晴
色
浄
無
塵　
　
周
洋
の
晴
色
浄
く
塵
無
し
　
　
憶
昨
風
濤
捲
雪
頻　
　
昨
を
憶
ふ
風
濤
雪
を
捲
く
こ
と
頻
り
な
り
　
　
故
国
一
辞
流
火
節　
　
故
国
一
た
び
辞
す
流
火
の
節
　
　
他
郷
初
及
授
衣
辰　
　
他
鄕
初
め
て
及
ぶ
授
衣
の
辰
　
　
管
松
緑
嫩
連
洲
觜　
　
管
松
緑
嫩どん
す
連
洲
の
觜
　
　
笠
戸
山
回
偃
海
浜　
　
笠
戸
山
回
り
て
海
浜
に
偃や
む
　
　
赤
馬
関
辺
何
日
達　
　
赤
馬
関
辺
何
れ
の
日
に
か
達
せ
ん
　
　
白
雲
飛
処
影
鱗
　々
　
白
雲
飛
ぶ
処
影
鱗
々
た
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊2516
　
　
　
豊
洋
舟
中
〔
豊
洋
の
舟
中
〕
　
38
中
関
西
去
布
帆
軽　
　
中
関
西
に
去
り
て
布
帆
軽
し
　
　
況
値
狂
風
暴
雨
晴　
　
況
や
狂
風
暴
雨
に
値
ひ
て
晴
る
を
や
　
　
天
末
遠
山
纔
有
黛　
　
天
末
の
遠
山
纔
か
に
黛
有
り
瓊浦余韵
三
五
　
　
波
間
絶
島
不
知
名　
　
波
間
の
絶
島
名
を
知
ら
ず
　
　
浹
辰
偃
臥
柁
楼
底　
　
浹
辰
偃
臥
す
柁
楼
の
底
　
　
尅
日
速
回
使
者
行　
　
尅
日
速
回
す
使
者
の
行
　
　
沿
海
侯
藩
能
敬
命　
　
沿
海
の
侯
藩
能
く
命
を
敬
ひ
　
　
壺
漿
箪
食
自
相
迎　
　
壺
漿
箪
食
自
づ
か
ら
相
ひ
迎
ふ　
　
　
　
　
　
　
＊2517
　
な
お
、
こ
の
「
西
遊
吟
草
」
の
扉
に
は
旧
蔵
者
印
が
二
顆
実
捺
さ
れ
る
。
一
は
「
源
姓
中
邨
／
家
図
書
記
」（
子
持
枠
長
方
印
・
朱
文
）、
一
は
「
奈
嘉
牟
良
」（
単
枠
長
方
印
・
朱
文
）。
い
ず
れ
も
南
畝
と
親
炙
し
た
李
囿
中
村
作
五
郎
に
関
係
す
る
家
の
も
の
か
と
推
察
す
る
が
、
こ
れ
が
「
吟
草
」
部
分
の
み
の
蔵
書
印
か
、
巻
頭
に
捺
さ
れ
る
も
の
ゆ
え
一
巻
全
体
の
所
蔵
を
表
す
も
の
か
、
俄
か
に
は
決
し
が
た
い
。
こ
れ
は
当
該
写
本
の
性
格
や
来
歴
と
関
わ
る
痕
跡
と
思
わ
れ
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
後
述
す
る
。
３　
「
鶴
枕
之
伝
」
　
長
崎
丸
山
の
茶
屋
引
田
屋
（
邸
内
に
花
月
楼
あ
り
）
秘
蔵
の
「
鶴
の
枕
」
に
寄
せ
た
諸
家
の
書
画
を
写
し
た
部
分
。
南
畝
は
こ
の
枕
の
こ
と
を
『
瓊
浦
又
綴
』
に
記
し
て
い
る
。
寄
合
町
引
田
屋
の
所
蔵
な
り
と
て
、
鶴
枕
と
い
へ
る
長
枕
を
見
る
に
、
鶴
の
巣
籠
ぬ
ひ
た
る
き
ぬ
両
面
に
あ
て
た
り
。
手
に
て
お
せ
ば
い
づ
く
に
て
も
笛
の
音
あ
り
。 
（
欄
外
）〈
世
俗
に
玄
宗
皇
帝
の
枕
也
と
い
ふ
。
俵
屋
天
外
為
携
来
、
も
と
は
蜀
紅
の
三
六
錦
に
て
つ
ゝ
み
し
を
、
た
れ
人
か
解
き
と
り
て
、
今
は
鶴
の
巣
籠
の
縫
も
の
ゝ
み
の
こ
れ
り
と
云
。
按
元
薩
天
錫
集
、
鸚
鵡
曲
題
薩
天
楊
妃
の
詩
あ
り
。
結
句
、
繁
華
一
夢
人
不
知
、
万
事
邯
鄲
品
公
枕
と
あ
り
。
此
枕
も
し
真
物
な
ら
ば
、
同
日
の
話
な
る
べ
し
。
文
化
二
（
マ
マ
）年
丙
寅
七
月
九
日
記
〉
欄
外
小
記
は
文
化
三
年
、
南
畝
が
江
戸
に
て
薩
天
錫
集
を
見
て
書
き
足
し
た
部
分
。
未
見
だ
が
枕
は
い
ま
で
も
押
せ
ば
小
さ
く
ヒ
イ
と
鳴
る
と
い
う
。
さ
て
、「
鶴
枕
之
伝
」
と
扉
の
付
さ
れ
た
こ
の
部
分
は
、
各
家
ば
ら
ば
ら
の
染
筆
を
合
写
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
既
に
巻
子
か
書
冊
、
折
帖
な
ど
に
貼
り
交
ぜ
に
な
っ
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
写
し
た
ふ
し
が
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
貼
り
交
ぜ
の
原
本
が
以
後
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
存
し
た
か
否
か
は
怪
し
い
。
こ
こ
に
翻
刻
す
る
も
の
の
多
く
は
古
賀
十
二
郎
の
遺
著
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』（
初
版
昭
和
四
十
四
年
、
新
訂
版
平
成
七
年
、
前
後
編
二
冊
、
長
崎
文
献
社
刊
）
の
初
版
時
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
そ
こ
で
は
本
写
本
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』
の
内
容
や
配
列
を
踏
襲
し
た
感
じ
が
薄
い
の
で
あ
る
。
古
賀
翁
は
あ
る
い
は
当
時
引
田
屋
に
ま
だ
残
さ
れ
て
い
た
各
家
自
筆
本
の
数
々
を
参
照
し
た
の
か
も
し
れ
ぬ
が
、
引
田
屋
の
文
物
を
受
け
継
ぐ
現
在
の
「
史
跡
料
亭
花
月
」
に
は
、
そ
う
し
た
自
筆
本
の
類
は
今
の
と
こ
ろ
発
見
出
来
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
古
賀
翁
参
照
の
も
の
と
も
、『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』
と
も
相
違
す
る
、
諸
作
品
の
出
入
り
の
あ
る
写
し
物
の
巻
子
が
一
本
あ
る
の
み
。
ま
た
そ
れ
ら
と
は
別
に
、
文
政
頃
の
筆
記
と
い
わ
れ
る
『
崎
陽
雑
話
』
な
る
写
本
一
冊
（
長
崎
純
心
大
学
長
崎
学
研
究
所
越
中
文
庫
蔵
、『
長
崎
・
オ
ラ
ン
ダ
関
係
資
料 
文
化
長
崎
一
件
他
』
長
崎
純
心
大
学
長
崎
学
研
究
所
第
一
輯
、
平
成
十
一
年
三
月
刊
に
翻
字
・
解
題
あ
り
）
に
も
鶴
の
枕
関
連
の
い
く
つ
か
が
抄
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
四
種
の
関
係
が
定
か
な
ら
ざ
る
以
上
、
原
本
ら
し
き
も
の
の
出
現
を
俟
っ
て
報
告
す
べ
き
か
と
、
今
ま
で
な
ん
と
な
く
躊
躇
し
て
い
た
も
の
の
、
こ
の
十
数
年
間
つ
い
に
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
今
般
、
比
較
的
原
本
に
近
い
写
し
と
思
わ
れ
る
こ
の
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』
に
よ
っ
て
報
告
を
思
い
立
っ
た
次
第
で
あ
瓊浦余韵
三
七
る
。
な
お
、
南
畝
の
「
鶴
枕
の
記
」
だ
け
の
紹
介
な
ら
ば
、
本
山
桂
川
著
『
長
崎
丸
山
噺
』（
大
正
十
五
年
坂
本
書
店
刊
）
が
あ
り
、
坪
内
逍
遥
と
と
も
に
花
月
楼
で
実
見
し
た
枕
の
様
態
を
記
す
と
と
も
に
、「
一
巻
の
軸
」
と
な
っ
た
諸
家
書
巻
の
存
在
も
報
じ
、
そ
の
あ
た
り
が
比
較
的
早
い
紹
介
か
。
ま
た
、
枕
の
写
真
と
南
畝
記
文
の
一
部
引
用
が
増
田
廉
吉
編
『
長
崎
南
蠻
唐
紅
毛
史
蹟
第
一
輯
』（
昭
和
二
年
長
崎
史
蹟
探
究
会
刊
）
に
も
見
え
る
。
　
以
上
述
べ
た
こ
と
を
、
各
々
の
資
料
群
採
録
の
記
文
を
列
挙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
整
理
し
て
お
く
。
　
　
①　
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』
一
冊
　
　
　
・
天
外
（
題
字
）
　
　
　
・
南
畝
「
鶴
枕
の
記
」
　
　
　
・
半
山
（
五
絶
）
＊
文
化
四
年
秋
　
　
　
・
韋
行
（
唐
婦
人
図
）
＊
「
伊
寿
気
写
」
と
朱
書
　
　
　
・
北
筑 
四
軒
（
発
句
）
　
　
　
・
高
津
の
菴
（
記
文
と
発
句
）
　
　
　
・
ち
ぬ
の
園
「
鶴
枕
辞
」（
発
句
を
付
す
）
　
　
　
・
都
梁
（
七
絶
）
　
　
　
・
鴫
た
つ
菴
葛
三
（
賛
と
発
句
）
＊
文
化
七
年
春
　
　
　
・
雉
鳴（ママ
）（
発
句
）
三
八
　
　
　
・
尾
張 
由
肆
（
発
句
）
　
　
　
・
江
処
士
（
唐
人
図
）
＊
文
化
七
年
秋　
「
以
寿
気
写
」
と
朱
書
　
　
　
・
山
口
拜
之
「
鶴
枕
図
」（
外
箱
・
枕
全
図
・
鶴
の
模
様
）
　
　
　
・
季
鷹
（
和
歌
）
　
　
　
・
大
梅
（
発
句
）
　
　
　
・
雄
嶺
（
発
句
）
　
　
　
・
禾
木
（
発
句
）
　
　
　
・
一
具
閑
人
（
発
句
）
　
　
　
・
梅
室
素
芯
（
発
句
）
　
　
　
・
由
誓
老
人
（
発
句
）
　
　
　
・
か
つ
し
か
鶯
來
庵
（
戯
文
と
狂
歌
・
発
句
）
　
　
　
・
久
松
菊
也
「
詩
歌
帖
之
跋
文
」（
発
句
を
付
す
）
＊
九
月
九
日
堂
主
人
　
　
②　
史
跡
料
亭
花
月
蔵
［
鶴
枕
記
巻
］（
仮
称
）
一
巻
　
　
　
・
天
外
（
題
字
）
＊
関
防
印
「
墨
池
／
清
興
」
　
　
　
・
南
畝
「
鶴
枕
の
記
」
　
　
　
・
半
山
（
五
絶
）
＊
文
化
四
年
秋
瓊浦余韵
三
九
　
　
　
・
熙
梅
（
漢
文
題
言
）
　
　
　
・
北
筑 
四
軒
（
発
句
）
　
　
　
・
高
津
の
菴
（
賛
文
と
発
句
）
　
　
　
・
ち
ぬ
の
園
「
鶴
枕
辞
」（
発
句
を
付
す
）
　
　
　
・
都
梁
（
七
絶
）
　
　
　
・
鴫
た
つ
菴
葛
三
（
賛
文
と
発
句
）
＊
文
化
七
年
春
　
　
　
・
雉
啄
（
発
句
）
＊
①
の
雉
鳴
（
マ
マ
）句
と
同
じ
　
　
　
・
尾
張 
由
肆
（
発
句
）
　
　
③　
長
崎
純
心
大
学
長
崎
学
研
究
所
蔵
『
崎
陽
雑
話
』
一
冊
　
　
　
・
南
畝
「
鶴
枕
の
記
」
　
　
　
・
半
山
（
五
絶
）
＊
文
化
四
年
秋
　
　
　
・
北
筑 
四
軒
（
発
句
）
　
　
　
・
高
津
の
菴
（
記
文
と
発
句
）
　
　
　
・
ち
ぬ
の
園
「
鶴
枕
辞
」（
発
句
を
付
す
）
　
　
　
・
鴫
た
つ
菴
葛
三
（
賛
と
発
句
）
＊
文
化
七
年
春
　
　
　
・
雉
啄
（
発
句
）
＊
①
の
雉
鳴
（
マ
マ
）句
と
同
じ
四
〇
　
　
　
・
尾
張 
由
肆
（
発
句
）
　
　
④　
本
山
桂
川
『
長
崎
丸
山
噺
』（
大
正
十
五
年
坂
本
書
店
刊
）
所
収
の
翻
刻
　
　
　
・
南
畝
「
鶴
枕
の
記
」
　
　
⑤　
古
賀
十
二
郎
『
丸
山
遊
女
と
唐
紅
毛
人
』（
昭
和
四
十
四
年
長
崎
文
献
社
刊
）
所
収
の
翻
刻
　
　
　
・
南
畝
「
鶴
枕
の
記
」
　
　
　
・
鴫
た
つ
菴
葛
三
（
賛
と
発
句
）
＊
文
化
七
年
春
　
　
　
・
九
月
九
日
堂
主
人
（
賛
と
発
句
）
＊
前
掲
①
久
松
菊
也
「
詩
歌
帖
之
跋
文
」
と
同
じ
　
　
　
・
枳
園
「
鶴
の
枕
乃
詞
」（
和
文
）
＊
明
治
十
八
年
三
月
五
日
　
　
　
・
季
鷹
（
和
歌
）
　
　
　
・
筑
藩 
青
木
武
雄
（
和
歌
）
　
　
　
・
春
川
酔
客
（
沢
宣
嘉
、
和
歌
）
　
　
　
・
尾
張 
由
肆
（
発
句
）
　
　
　
・
麦
堂
（
賛
と
発
句
）
　
　
　
・
史
千
「
寄
鶴
枕
」（
賛
と
発
句
）
　
　
　
・
美
濃
行
脚 
友
左
坊
（
賛
と
発
句
）
瓊浦余韵
四
一
　
　
　
・
梅
室
素
芯
（
発
句
）
　
　
　
・
禾
木
（
発
句
）
　
　
　
・
由
誓
老
人
（
発
句
）
　
　
　
・
其
映
（
賛
と
発
句
）
　
　
　
・
魯
山
（
発
句
）
　
　
　
・
素
栞
（
発
句
）
　
　
　
・
行
脚 
老
槃
（
発
句
）
　
　
　
・
来
帰
（
発
句
）
＊
安
政
六
年
四
月
　
　
　
・
薩
州 
素
朗
（
発
句
二
句
）
＊
文
久
元
年
八
月
　
　
　
・
呉
門 
沈
萍
香
（
七
絶
）
＊
天
保
十
五
年
三
月
三
日
　
　
　
・
馮
鏡
如
（
七
絶
）
　
　
　
・
呉
郡 
楊
秋
平
（
七
絶
）
＊
安
政
六
年
十
月
　
　
　
　
　
＊ 
な
お
翻
字
は
な
い
も
の
の
、
古
賀
は
著
書
中
で
そ
の
他
記
文
と
し
て
ち
ぬ
の
園
、
高
津
の
菴
、
発
句
と
し
て
茶
静
、
都
梁
（
詩
の
誤
り
か
）、
由
肆
、
北
筑
魚
渕
、
詩
の
細
川
林
谷
、
林
雲
逵
ら
の
作
の
存
在
を
記
し
て
お
り
、
右
掲
の
資
料
類
所
載
作
品
以
外
に
も
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
長
崎
県
立
長
崎
図
書
館
古
賀
文
庫
に
は
九
月
九
日
堂
主
人
に
よ
る
詩
歌
帖
跋
文
の
原
本
か
ら
の
写
し
と
思
わ
れ
る
資
料
が
残
る
（
古
賀
13
─
185
）。
そ
れ
に
よ
る
と
跋
文
に
は
関
防
印
「
清
風
／
明
夜
」、
署
名
印
「
久
松
姓
／
菅
原
／
定
○
印
」
が
捺
さ
れ
て
い
た
由
。
四
二
　
こ
の
よ
う
に
、
古
賀
十
二
郎
の
嘱
目
し
え
た
作
品
数
が
群
を
抜
い
て
多
い
の
で
あ
る
が
、
ま
と
ま
り
の
良
さ
と
多
彩
さ
と
い
う
点
で
は
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』「
鶴
枕
之
伝
」
が
、
題
字
に
始
ま
り
跋
文
に
終
わ
る
と
い
う
首
尾
一
貫
し
た
構
成
も
含
め
、
あ
る
時
期
【写真１】鶴枕書巻　題字　（史跡料亭花月蔵）
【写真２】鶴枕書巻　題字関防印　（史跡料亭花月蔵）
瓊浦余韵
四
三
に
存
在
し
た
と
想
像
さ
れ
る
自
筆
貼
交
ぜ
帖
の
原
姿
を
伝
え
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
花
月
現
蔵
の
書
巻
②
は
、
こ
の
原
本
か
ら
の
抄
出
本
の
よ
う
で
あ
る
が
、
他
本
に
見
ら
れ
ぬ
煕
梅
な
る
人
物
の
小
文
の
題
言
が
あ
る
の
が
や
や
気
に
な
る
。
ま
た
、
花
月
本
で
は
天
外
の
隷
書
題
字
に
関
防
印
の
実
捺
し
て
あ
る
体
裁
が
【
写
真
１
・
２
】、
一
見
写
し
ら
し
か
ら
ぬ
印
象
を
与
え
る
が
、
全
体
ど
う
見
て
も
一
手
に
よ
る
書
写
と
し
か
思
え
な
い
。
こ
こ
に
想
像
を
逞
し
く
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
花
月
本
は
原
書
画
帖
に
南
畝
以
下
の
書
が
あ
る
程
度
貼
り
込
ま
れ
た
段
階
で
、
天
外
自
身
が
手
元
に
残
す
目
的
で
作
っ
た
抄
写
本
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。
巻
頭
「
華
表
僊
歌
」
の
天
外
題
字
は
そ
の
篆
体
を
双
鉤
で
模
し
た
『
蜀
山
人
書
集
』
の
ほ
う
が
真
に
迫
っ
て
お
り
【
写
真
７
～
９
】、
画
図
の
類
も
丁
寧
に
細
写
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
花
月
本
で
は
題
字
の
書
体
が
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
題
字
筆
者
本
人
の
手
控
え
で
あ
る
こ
と
を
、
そ
れ
と
な
く
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。
画
図
の
類
も
無
い
。
大
正
期
に
本
山
桂
川
が
見
た
「
一
巻
の
軸
」
と
い
う
の
も
、
あ
る
い
は
こ
の
写
し
の
巻
子
だ
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ち
な
み
に
古
賀
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
天
外
な
る
文
人
は
藤
田
氏
。
引
田
屋
の
縁
戚
関
係
に
あ
る
本
紺
屋
町
の
俵
屋
な
る
商
家
だ
と
い
う
。
俵
屋
な
る
屋
号
は
南
畝
も
『
瓊
浦
又
綴
』
に
記
し
て
い
た
。
　
ま
た
『
蜀
山
人
書
集
』
所
収
の
「
鶴
枕
之
伝
」
は
、
作
者
の
多
彩
さ
と
視
覚
的
な
要
素
が
、
他
本
に
比
し
て
頗
る
高
い
。
和
歌
の
賀
茂
季
鷹
や
、
俳
諧
の
鴫
立
菴
葛
三
、
雉
啄
、
由
誓
、
一
具
、
素
芯
（
梅
室
）、
そ
し
て
江
湖
詩
社
の
詩
人
と
し
て
勇
名
を
馳
せ
な
が
ら
晩
に
俳
諧
師
に
転
じ
た
大
梅
（
小
島
梅
外
）
ら
が
そ
の
名
を
連
ね
る
。
肝
心
の
鶴
枕
そ
の
も
の
に
関
し
て
も
、
引
田
屋
好
事
の
主
人
山
口
太
左
衛
門
拜
之
自
ら
に
よ
る
詳
し
く
実
質
的
な
図
解
に
目
を
奪
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
【
写
真
14
・
15
】。
現
在
の
鶴
枕
の
写
真
も
併
せ
て
掲
げ
て
お
い
た
【
写
真
16
】。
し
か
し
な
ん
と
い
っ
て
も
瞠
目
す
べ
き
は
男
女
二
枚
の
細
密
な
唐
人
図
で
、
伝
説
に
お
け
る
こ
の
枕
の
旧
主
楊
貴
妃
と
玄
宗
帝
と
を
描
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
【
写
真
11
～
13
】。
狆
と
侍
女
を
連
れ
た
楊
貴
妃
図
の
ほ
う
四
は
落
款
無
し
と
見
え
た
が
、
そ
の
前
の
丁
の
半
山
詩
の
揮
毫
者
の
ご
と
く
に
記
さ
れ
る
「
韋
行
（
印
）」
な
る
署
名
が
、
次
丁
の
美
人
図
の
作
者
を
示
す
も
の
と
気
が
付
く
の
に
さ
し
て
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。
な
ん
と
な
れ
ば
こ
の
「
韋
行
」
こ
そ
は
、
新
町
風
俗
を
活
写
し
た
あ
の
愉
し
く
も
奇
抜
な
画
譜
『
葵
氏
艶
譜
』（
享
和
三
年
刊
）
の
作
者
斎
藤
秋
圃
の
前
号
で
あ
り
、「
韋
行
」
印
の
捺
さ
れ
た
当
代
の
引
田
屋
主
人
（
恐
ら
く
は
拜
之
）
の
彩
色
の
肖
像
を
こ
の
ほ
ど
史
跡
料
亭
花
月
で
寓
目
、
両
者
が
わ
が
脳
中
で
繋
が
っ
た
か
ら
で
あ
る
【
写
真
３
・
４
】。
韋
行
が
当
時
秋
圃
の
氏
名
葵
衛
の
、
衛
の
分
字
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
　
四
条
派
出
身
の
秋
圃
は
文
化
初
年
長
崎
に
来
て
、
沈
南
蘋
風
の
写
実
画
を
学
ん
で
い
た
。
同
じ
く
長
崎
に
渡
来
し
て
い
た
蘇
州
出
身
の
南
宗
画
家
江
稼
圃
（
名
大
来
、
字
泰
交
）
に
入
門
し
よ
う
と
し
た
も
の
の
、「
あ
な
た
に
教
え
る
こ
と
は
何
も
な
い
」
と
断
ら 【写真４】韋行印　引田屋主人像（部分）
【写真３】韋行筆 引田屋主人（山口拜之か）像
瓊浦余韵
四
五
れ
た
逸
話
も
知
ら
れ
る
が
（
許
斐
友
次
郎
「
筑
前
の
斎
藤
秋
圃
画
伯
を
憶
ふ
」
九
州
日
報
、
昭
和
八
年
五
～
六
月
連
載
）、
こ
の
長
崎
時
代
に
秋
月
藩
主
黒
田
長
舒
の
眼
に
止
ま
り
、
文
化
二
年
に
藩
の
絵
師
と
し
て
抱
え
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
（
小
林
法
子
「
筑
前
関
係
絵
師
資
料
─
齋
藤
秋
圃
略
年
譜
─
」
福
岡
大
学
人
文
論
叢　
第
25
巻
１
号
、
平
成
五
年
六
月
）。
こ
れ
ら
「
韋
行
」
の
二
作
品
は
、
秋
圃
の
お
抱
え
絵
師
に
な
る
前
後
の
、
長
崎
で
自
由
を
謳
歌
し
て
い
た
時
期
の
珍
し
い
遺
物
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
「
鶴
枕
之
伝
」
に
見
る
も
う
一
枚
の
唐
人
図
、
恐
ら
く
は
付
き
人
を
従
え
た
玄
宗
皇
帝
の
姿
が
、
他
な
ら
ぬ
こ
の
江
稼
圃
の
筆
に
よ
る
も
の
ら
し
く
（
落
款
「
江
処
士
」）、
紙
上
で
の
み
と
は
い
え
花
月
楼
の
鶴
枕
を
め
ぐ
っ
て
和
漢
二
圃
が
揃
い
踏
み
し
た
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
恨
む
ら
く
は
両
図
と
も
極
め
て
細
密
な
が
ら
写
し
に
過
ぎ
な
い
こ
と
で
、
才
気
に
富
ん
だ
両
者
の
真
の
丹
青
の
手
際
を
見
る
に
は
、
原
本
の
出
現
を
待
つ
の
他
は
な
い
。
４　
「
﨑
陽
蜀
山
翁
在
任
中
書
遺
法
帖
」
お
よ
び
こ
の
写
本
自
体
の
性
格
に
つ
い
て
　
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
旧
麻
布
美
術
館
所
蔵
の
『
蜀
山
人
園
繞
名
蹟
集
』
な
る
、
い
さ
さ
か
変
わ
っ
た
題
名
の
貼
交
帖
の
内
容
に
ほ
ぼ
同
じ
い
（
以
下
『
名
蹟
集
』
と
略
す
）。
残
念
な
が
ら
今
回
『
名
蹟
集
』
調
査
の
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
既
に
こ
れ
は
柴
田
光
彦
、
岡
本
祐
美
に
よ
っ
て
そ
の
全
体
像
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
麻
布
美
術
館
研
究
紀
要
２
、
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
）。
よ
っ
て
、
あ
ら
た
め
て
こ
こ
に
翻
字
す
る
こ
と
は
控
え
る
が
、「
ほ
ぼ
」
と
し
た
の
は
、
現
『
名
蹟
集
』
に
無
い
作
が
、
こ
の
写
本
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
写
し
は
、『
名
蹟
集
』
の
も
と
の
体
裁
を
伝
え
る
資
料
と
し
て
の
み
、
辛
う
じ
て
存
在
意
義
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
そ
の
配
列
の
相
似
か
ら
し
て
、
書
写
者
は
い
ま
の
四
六
『
名
蹟
集
』
と
同
一
の
も
の
を
参
照
し
た
と
み
て
よ
い
が
、
現
在
見
あ
た
ら
な
い
も
の
は
、
ど
の
段
階
か
で
本
帖
か
ら
剥
が
さ
れ
た
結
果
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
は
以
下
の
徴
証
か
ら
見
て
取
れ
る
。
　
現
書
画
帖
に
な
い
も
の
の
第
一
は
次
の
部
分
で
あ
る
。
　
「
唐
紙
」
登
大
徳
寺
後
山
　
　
石
磴
跨
攀
菅
相
祠　
春
風
未
至
梅
香
﨑　
祇
林
一
縦
登
臨
目　
大
海
千
帆
引
九
夷　
　
　
南
畝
　
「
半
切
」
愛
宕
山
看
花
値
風
雨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
杏
花
園
　
　
欲
尋
芳
樹
叩
巖
扄　
雨
足
随
風
昼
杳
冥　
半
腹
応
回
俗
士
駕　
遺
文
已
勒
宕
山
霊
　
　
雨
風
は
花
の
あ
た
こ
の
山
さ
く
ら
こ
の
は
天
狗
と
ち
ら
せ
給
ふ
な
　
　
　
　
　
こ
の
あ
た
り
の
畑
を
千
畳
敷
と
い
ふ
　
　
大
風
の
吹
ゆ
く
麦
の
青
た
ゝ
み
千
帖
敷
の
雨
の
あ
し
音
　
　
　
　
　
兼
好
な
と
は
よ
ろ
こ
ふ
へ
け
れ
と
美
景
は
有
に
し
く
は
な
し
右
の
唐
紙
と
半
切
の
二
枚
分
（「　
」
内
は
、
書
写
者
が
原
本
の
体
裁
を
頭
書
し
て
い
る
箇
所
）
が
並
ん
で
、
現
書
画
帖
で
い
え
ば
馬
蘭
亭
狂
歌
「
東
風
吹
は
長
崎
ま
て
も
匂
ふ
ら
し
」
の
後
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
は
こ
れ
を
欠
く
。
　
も
う
一
つ
は
、
こ
の
写
本
の
「
遺
法
帖
」
末
尾
に
写
さ
れ
た
（
体
裁
は
「
え
き
ぬ
」）、
南
畝
古
稀
自
賀
の
福
禄
寿
菱
形
箋
で
あ
る
瓊浦余韵
四
七
【
写
真
17
】。
従
来
我
々
は
こ
れ
と
同
じ
物
を
文
政
元
年
三
月
二
十
日
付
中
村
李
囿
宛
の
南
畝
書
簡
と
と
も
に
貼
り
込
ま
れ
た
も
の
で
知
っ
て
い
る
の
だ
が
（『
全
集
』
第
十
九
巻
所
収241
書
簡
、
長
崎
市
立
博
物
館
蔵
）、
こ
の
箋
も
ま
た
現
『
名
蹟
集
』
か
ら
欠
落
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
麻
布
美
術
館
研
究
紀
要
に
掲
載
さ
れ
た
小
さ
な
写
真
を
見
れ
ば
、
馬
蘭
亭
狂
歌
の
次
の
見
開
き
両
面
に
は
大
き
な
方
形
紙
の
、
ま
た
帖
の
最
終
面
に
は
う
っ
す
ら
菱
形
の
、
い
ず
れ
も
貼
付
跡
が
た
し
か
に
見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
二
箇
所
と
も
、
あ
た
か
も
剥
ぎ
跡
の
空
白
を
覆
い
隠
す
が
ご
と
く
に
、
上
か
ら
金
子
氏
の
手
書
に
よ
る
大
き
な
解
題
紙
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
前
者
の
原
本
は
現
在
不
明
だ
が
、
後
者
の
福
禄
寿
の
菱
形
箋
が
、
中
村
家
に
ま
だ
書
画
帖
が
残
っ
て
い
た
時
期
に
こ
こ
か
ら
剥
が
さ
れ
、
元
々
そ
の
「
え
き
ぬ
」
と
一
緒
に
来
た
江
戸
か
ら
の
南
畝
書
簡
と
と
も
に
保
存
さ
れ
た
と
考
え
れ
ば
、
現
『
名
蹟
集
』
の
折
帖
は
、
長
崎
の
中
村
家
に
あ
っ
た
元
帖
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
ほ
ぼ
確
か
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
さ
て
、
こ
の
写
し
の
冒
頭
内
題
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
識
語
が
あ
っ
た
。
　
　
﨑
陽
蜀
山
翁
在
任
中
書
遺
法
帖
　
　
　
　
辛
亥
秋
不
思
議
に
藤
田
か
持
参
り
し
を
見
て
直
様
些
写
し
置
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
外
浦
街
乙
名　
中
村
清
三
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祖
父
作
五
郎
用
達
之
節
取
集
候
由
　
辛
亥
は
嘉
永
四
年
。「
藤
田
」
は
、
前
述
鶴
枕
記
文
巻
の
題
字
を
書
い
た
「
市
仙
」
藤
田
天
外
の
関
係
で
も
あ
る
か
。
す
な
わ
ち
こ
の
識
語
は
、
南
畝
と
親
し
か
っ
た
李
囿
中
村
作
五
郎
の
孫
清
三
郎
の
代
に
な
っ
て
、
久
し
く
家
蔵
か
ら
離
れ
て
い
た
こ
の
書
画
帖
四
八
に
、「
不
思
議
に
」
も
藤
田
が
持
参
し
て
再
会
出
来
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
柴
田
氏
の
か
つ
て
の
推
測
通
り
、
こ
の
書
画
帖
は
も
と
も
と
蒐
集
者
作
五
郎
の
所
有
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
。
そ
れ
が
何
ら
か
の
事
情
で
中
村
家
を
去
り
、
そ
の
後
の
変
転
は
分
か
ら
な
い
が
、
他
家
を
わ
た
っ
た
の
ち
、
金
子
静
枝
な
る
人
物
の
手
に
よ
っ
て
解
題
箋
が
二
枚
の
剥
落
跡
と
余
白
数
ヶ
所
に
貼
り
加
え
ら
れ
、
現
在
の
『
名
蹟
集
』
の
体
裁
に
落
ち
着
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
清
三
郎
の
作
っ
た
こ
の
写
し
が
書
画
帖
の
現
物
を
も
と
に
作
ら
れ
た
証
左
に
は
、
前
述
し
た
通
り
諸
作
品
の
頭
に
「
半
切
」「
唐
紙
」「
奉
書
」「
扇
面
」「
短
冊
」
と
い
っ
た
原
書
画
の
体
裁
が
小
書
き
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
分
か
る
。
む
ろ
ん
そ
れ
ら
は
今
の
『
名
蹟
集
』
と
符
合
す
る
。
　
そ
し
て
、
こ
の
写
し
自
体
が
中
村
作
五
郎
家
の
裔
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
は
、
最
初
の
「
西
遊
吟
草
」
扉
に
中
村
家
の
蔵
書
印
二
顆
が
捺
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
が
「
西
遊
吟
草
」
の
書
写
識
語
、
お
よ
び
「
鶴
枕
之
伝
」
の
扉
字
を
書
い
た
「
雅
楽
堂
」
な
る
者
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
雅
楽
堂
を
、
こ
の
写
本
制
作
と
関
わ
る
中
村
家
の
誰
か
、
た
と
え
ば
李
囿
の
孫
清
三
郎
か
、
あ
る
い
は
そ
の
父
親
あ
た
り
に
あ
て
て
み
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
引
な
推
理
と
も
い
え
ま
い
。
し
か
も
「
鶴
枕
之
伝
」
中
、
斎
藤
秋
圃
と
江
稼
圃
の
二
枚
の
唐
人
図
を
、
実
に
細
密
に
書
写
し
た
の
が
「
伊
寿
気
」
あ
る
い
は
「
以
寿
気
」（
伊
助
？
）
な
る
「
雅
楽
堂
の
臣
」
で
あ
る
と
両
図
に
朱
注
が
あ
り
、
こ
の
書
き
ぶ
り
か
ら
、
こ
れ
自
体
が
又
写
し
で
は
な
く
雅
楽
堂
と
絵
心
の
あ
っ
た
そ
の
家
来
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
村
家
＝
雅
楽
堂
の
可
能
性
は
益
々
高
ま
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
　
た
だ
し
紛
わ
し
い
の
は
こ
の
写
本
第
四
の
部
分
末
尾
、
す
な
わ
ち
本
書
全
体
の
末
尾
に
あ
た
る
と
こ
ろ
の
識
語
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
瓊浦余韵
四
九
　
　
　
右
四
品
之
書
類
天
保
癸
卯
﨑
陽
に
一
歳
在
任
其
節
及
見
聞
間
に
〳
〵
認
置
て
一
巻
之
書
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
不
断
園　
印
（
家
在
／
墨
川
／
之
東
）（
朱
文
方
印
・
実
捺
）
　
こ
れ
は
、
こ
の
写
本
全
体
が
「
華
不
断
園
」
な
る
江
戸
人
が
長
崎
出
張
し
た
際
に
か
き
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
も
し
そ
う
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
写
本
を
作
り
、
所
持
し
て
い
た
の
が
長
崎
の
中
村
家
で
あ
る
本
稿
で
の
推
論
と
齟
齬
す
る
。
こ
の
「
四
品
」
と
は
、
最
初
に
揚
げ
た
こ
の
写
本
の
四
つ
の
部
分
で
は
な
く
、
こ
の
第
四
の
部
分
の
抜
抄
が
元
来
四
種
の
書
物
か
ら
な
さ
れ
た
（
現
在
は
「
芳
野
道
の
記
」「
合
璧
聯
珠
」
の
二
書
）
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
、
中
村
家
で
作
ら
れ
た
と
お
ぼ
し
き
前
三
種
の
写
本
に
自
分
の
心
覚
え
の
第
四
の
部
分
を
合
綴
し
所
持
し
て
い
た
こ
と
を
指
す
の
か
。
写
本
各
部
の
成
立
時
を
推
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
前
者
だ
っ
た
と
愚
考
す
る
が
、
墨
東
在
住
の
「
華
不
断
園
」
な
る
人
物
の
素
性
が
知
ら
れ
ぬ
現
在
、
こ
れ
以
上
の
詮
索
は
せ
ず
に
措
く
。
　
大
坂
新
町
の
幇
間
あ
が
り
で
、
ど
ん
な
画
風
も
巧
み
に
こ
な
す
飛
び
切
り
の
腕
前
を
も
っ
た
絵
師
や
、
文
武
書
画
に
長
じ
な
が
ら
も
出
世
や
商
売
に
疎
く
、
日
本
に
来
て
多
く
の
人
び
と
を
魅
了
し
て
い
た
蘇
州
出
身
の
唐
船
主
や
、
幕
府
の
財
務
官
僚
で
あ
り
な
が
ら
雅
俗
両
道
の
自
在
な
才
筆
を
備
え
た
文
人
ら
が
、
た
ま
さ
か
時
と
場
所
を
同
じ
う
し
て
、
貴
妃
愛
用
の
枕
な
ど
と
い
う
虚
誕
に
す
す
ん
で
身
を
ひ
た
し
た
。
玉
の
浦
に
響
い
て
い
た
そ
う
し
た
か
れ
ら
の
風
韻
を
伝
え
る
よ
す
が
と
し
て
、
こ
の
写
本
を
紹
介
し
て
み
た
ま
で
で
あ
る
が
、
右
の
華
不
断
園
の
こ
と
な
ど
不
明
な
点
は
余
り
に
も
多
い
。
大
方
の
ご
教
示
を
乞
う
。
五
〇
５　
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』（
抄
）
翻
刻
　
　
　
　
　
　
　
《
凡
例
》　
・ 
」
は
丁
移
り
を
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・「
西
遊
吟
草
」
の
部
分
の
み
、
便
宜
上
作
品
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
四
桁
の
洋
数
字
は
『
大
田
南
畝
全
集
』
で
の
詩
番
号
を
示
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ 
＊
は
宮
﨑
注
記
。『
全
集
』
で
の
該
当
箇
所
も
適
宜
示
し
た
。
〇
番
号
は
『
全
集
』
の
巻
、
タ
テ
並
び
の
洋
数
字
は
そ
の
頁
を
示
す
。〈　
〉
内
は
原
本
で
の
割
書
き
を
示
す
。【　
　
】
は
後
掲
の
写
真
に
あ
る
図
の
位
置
を
示
す
。
な
お
、
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
句
読
点
も
適
宜
補
っ
た
が
、
清
濁
は
原
本
の
ま
ま
に
し
た
。
　
「
﨑
陽
蜀
山
人
書
集　
全
」（
表
紙
、
左
肩
題
簽
、
打
曇
り
・
印
刷
子
持
ち
枠
に
墨
書
）
　
「
西
遊
吟
草
」（
扉
題
・
左
肩
墨
書
）【
写
真
５
】
　
　
　
　
将
之
崎
陽
口
号
　
１
男
児
堕
地
戴
蒼
　々
蓬
矢
桑
弧
射
四
方　
客
路
三
千
離
別
涙　
臨
」
岐
不
敢
灑
衣
裳 
＊2470　
　
　
　
　
偶
成
瓊浦余韵
五
一
　
２
逃
名
々
益
起　
辞
利
々
将
多　
自
笑
老
樗
散　
無
如
名
利
何
」 
＊
巴
人
集
②
４
４
１
、2468
　
　
　
　
長
崎
に
ゆ
か
ん
と
て
い
て
た
つ
こ
ろ
　
３
海
山
の
さ
は
り
も
あ
ら
し
か
そ
い
ろ
の
み
か
け
を
う
け
て
君
に
つ
か
へ
は
」 
＊
巴
人
集
②
４
４
２
改　
　
【写真５】「西遊吟草」　扉
【写真６】「西遊吟草」　本文
五
二
　
４
玉
ひ
ろ
ふ
浦
と
し
き
け
は
し
ら
波
の
か
け
て
も
ふ
ま
し
浜
の
真
砂
地 
＊
巴
人
集
②
４
４
１
百
舌
の
草
茎
⑧
４
５
８　
　
　
　
　
　
　
鎌
倉
に
て
よ
め
る
」
　
５
薪
こ
る
か
ま
く
ら
山
の
い
に
し
へ
に
か
は
ら
ぬ
も
の
は
た
ゝ
秋
の
風
　
　
　
　
過
右
幕
下
墟
　
６
禾
黍
離
々
入
旧
都　
秋
」
風
無
処
不
荒
蕪　
欲
尋
三
世
将
軍
跡　
冢
上
青
苔
片
石
孤
」 
＊2478　
　
　
　
　
遊
江
島
　
７
天
開
㚑
洞
断
崖
間　
捲
雪
驚
濤
拍
又
還　
盃
酒
傾
来
濡
足
立　
褰
裳
直
欲
到
三
山
」 
＊2479　
　
　
　
　
ふ
し
の
ふ
も
と
に
て
さ
れ
う
た
　
８
ね
か
は
く
は
ふ
し
の
高
根
と
身
を
に
し
て
わ
か
す
む
や
と
の
ま
と
を
の
そ
か
む
」
　
　
　
　
過
柴
屋
寺
　
９
曾
開
手
記
慕
遺
蹤　
吐
月
峰
西
天
柱
峰　
散
歩
欲
尋
柴
屋
寺　
穿
林
一
径
草
茸
々
〈
世
有
宗
長
手
記
〉」 
＊2487　
　
　
　
　
う
つ
の
や
ま
に
て
　
10
故
郷
の
人
に
あ
ひ
に
し
こ
し
か
た
を
思
へ
は
ゆ
め
か
う
つ
の
や
ま
道
　
　
　
　
さ
や
の
中
山
を
こ
ゆ
る
と
て
四
年
は
か
り
さ
き
に
う
き
し
事
な
と
思
ひ
い
て
ゝ
」
　
11
思
ひ
き
や
四
と
せ
へ
た
て
ゝ
さ
や
か
に
も
さ
や
の
中
山
又
こ
え
ん
と
は
　
　
　
　
さ
す
か
に
ふ
る
さ
と
な
つ
か
し
く
て
　
12
ふ
る
さ
と
へ
遠
つ
あ
ふ
み
に
」
な
り
に
け
り
そ
の
事
と
な
く
こ
ゝ
ろ
ひ
く
ま
野
瓊浦余韵
五
三
　
　
　
　
見
付
の
宿
を
い
て
た
つ
こ
ろ
雨
し
き
り
に
ふ
り
け
れ
は
　
13
こ
れ
を
こ
そ
旅
と
は
い
は
め
」
風
さ
は
き
雨
ふ
り
き
そ
ひ
わ
た
る
海
川
　
　
　
　
渡
天
龍
川
　
14
大
天
龍
望
小
天
龍　
河
上
天
龍
雲
雨
従　
五
十
三
」
亭
行
欲
半　
長
風
吹
送
海
浜
松 
＊2489
改
　
　
　
　
は
ま
名
の
は
し
の
あ
と
を
た
つ
ね
て
」
　
15
い
に
し
へ
の
浜
名
の
は
し
の
あ
と
ゝ
へ
は
風
ふ
き
わ
た
る
松
の
ひ
と
む
ら 
＊
巴
人
集
②
４
４
５
改
元
紀
行
⑧
１
３
７
　
16
な
み
た
て
ゝ
松
の
す
か
た
は
い
に
し
へ
の
は
ま
名
の
は
し
も
か
く
や
あ
り
け
む
」
　
　
　
　
渡
作
矢
橋
　
17
龍
城
形
勝
擁
三
河　
乍
見
長
橋
臥
碧
波　
徒
有
相
如
題
柱
志　
無
人
問
奈
済
川
何
〈
岡
崎
名
龍
城
〉」 
＊2491　
　
　
　
　
い
せ
尾
張
の
あ
は
ひ
の
海
つ
ら
を
な
か
め
て
　
18
雨
雲
も
は
れ
た
し
つ
け
き
神
風
の
い
せ
や
尾
張
の
秋
の
海
つ
ら
　
　
　
　
桑
海
舟
中
作
」
　
19
一
葦
飄
々
五
両
風　
片
雲
疎
雨
度
遥
空　
早
臨
滄
海
辞
仙
境　
回
望
蓬
莱
十
二
宮 
＊2492
欠
　
20
雨
歇
長
年
催
桂
棹　
去
」
晴
積
水
見
漁
舟　
群
山
漸
識
桑
城
近　
彩
翠
迎
人
是
勢
州 
＊2493
欠
　
　
　
　
石
山
下
尋
幻
住
菴
跡
〈
芭
蕉
翁
旧
栖
〉」
　
21
応
神
山
色
碧
崖
嵬　
一
脉
涓
泉
漱
石
苔　
幻
住
老
人
何
処
在　
我
尋
遺
址
夢
中
来 
＊2497
欠
　
　
　
　
望
嵐
山
」
五
四
　
22
西
望
嵐
山
紫
翠
遥　
入
京
便
道
訪
漁
樵　
烟
霞
不
隔
臨
川
寺　
秋
水
依
然
渡
月
」
橋 
＊2498　
　
　
　
　
な
に
は
の
や
と
り
を
た
ち
い
つ
る
頃
雨
さ
へ
ふ
り
け
れ
は
　
23
い
ま
さ
ら
に
む
す
ひ
も
あ
へ
ぬ
」
な
に
は
江
の
あ
し
た
の
雨
に
袖
や
ひ
ろ
け
む
　
　
　
　
秋
雨
辞
浪
華
客
舎
　
24
中
秋
信
宿
在
難
波　
露
満
蒹
葭
月
色
多　
朝
雨
」
将
臨
西
海
道　
無
端
更
渡
十
三
河 
＊2500
欠
　
　
　
　
灘
と
か
や
い
へ
る
と
こ
ろ
を
す
く
る
に
酒
つ
く
る
も
の
ゝ
家
の
蔵
多
く
見
え
け
れ
は
れ
い
の
」
さ
れ
こ
と
う
た
　
25
此
く
ら
に
う
き
を
わ
す
る
ゝ
も
の
あ
り
と
た
ひ
の
心
を
な
た
め
て
そ
ゆ
く
　
　
　
　
舞
子
浜
」
　
26
疎
松
疑
舞
換　
細
磊
欲
珠
明　
谷
翁
東
山
妓　
樵
遊
一
旅
情 
＊2502
欠
　
　
　
　
す
ま
の
浦
に
て
有
明
の
月
を
み
て
」
　
27
は
ひ
わ
た
る
須
磨
と
明
石
の
中
空
に
し
は
し
や
す
ら
へ
有
明
の
月　
　
＊
馬
蘭
亭
宛
書
簡
⑲
８
２　
八
月
十
九
日
の
事
と
す
る
　
　
　
　
宿
室
津
」
　
28
室
津
山
色
翠
微
　々
檻
外
帆
檣
帯
夕
暉　
明
日
将
乗
西
海
浪　
長
風
万
里
与
神
飛
」 
＊2505
欠
　
　
　
　
し
ら
石
と
い
ふ
所
に
舟
を
と
ゝ
め
て
　
29
楫
枕
た
ひ
の
あ
は
れ
も
世
の
う
さ
も
い
さ
し
ら
い
し
の
波
の
上
の
ゆ
め
　
　
　
　
泊
鞆
浦
」
　
30
仙
水
山
回
列
翠
屏　
恍
疑
泉
石
在
前
庭　
一
叢
村
落
人
烟
密　
古
寺
鐘
声
響
晩
汀 
＊2510
欠
瓊浦余韵
五
　
　
　
　
忠
海
夜
泊
」
　
31 
帆
漁
辞
三
備　
乗
風
進
藝
陽　
参
差
回
島
嶼　
渺
瀰
望
洸
洋　
飄
如
芥
為
舟　
杯
水
浮
坳
堂　
倏
忽
変
昏
旦　
山
翠
水
蒼
　々
晩
投
忠
海
泊　
々
処
集
帆
檣　
舟
子
拾
」
海
月　
藩
主
致
壺
漿　
吾
曹
此
祇
役　
置
郵
忝
寵
光　
升
平
二
百
歳　
風
静
波
不
揚
　
忠
信
水
可
踏　
艱
難
陲
可
嘗　
此
」
地
名
忠
海　
丹
心
庶
不
忘 
＊2511　
　
　
　
　
八
月
廿
五
夜
泊
加
室
値
風
雨
　
32
風
雨
捲
飛
濤　
篷
窓
」
寝
久
始　
識
吾
精
神
全
於
一
斗
酒 
＊2512
欠
　
　
　
　
秋
雨
舟
次
室
積
港
　
33 
普
賢
碕
下
列
人
家　
阿
那
風
帆
入
水
涯　
黛
暗
蛾
眉
山
上
翠　
波
淘
象
鼻
海
辺
沙　
疎
松
乍
断
危
檣
出　
宿
雨
纔
晴
積
霧
遮　
昔
日
性
公
遊
此
地　
曾
将
色
相
観
空
華
」 
 
＊2514
欠
　
　
　
　
室
積
舟
中
風
雨
大
起
　
34
平
生
毎
苦
乏
余
間　
三
日
留
舟
海
島
間　
雨
打
篷
牕
無
一
事　
臥
聞
波
浪
大
於
」
山 
＊2515
欠
　
　
　
　
室
積
の
湊
に
て
普
賢
堂
に
ま
う
て
そ
の
わ
た
り
見
め
く
り
て
　
35
み
ほ
と
け
の
乗
る
て
ふ
き
さ
の
さ
し
く
し
も
小
櫛
も
さ
ゝ
ぬ
蜑
の
い
と
な
み
」
　
　
　
　
九
月
朔
日
新
晴
舟
過
周
洋
　
36 
周
洋
晴
色
浄
無
塵　
憶
昨
風
濤
捲
雪
頻　
故
国
一
辞
流
火
節　
他
郷
初
及
授
」
衣
辰　
管
松
緑
嫩
連
洲
觜　
笠
戸
山
回
偃
海
浜
　
赤
馬
関
辺
何
日
達　
白
雲
飛
処
影
鱗
々 
＊2516
欠
　
　
　
　
ぶ
ん
ご
な
た
と
い
ふ
文
字
を
句
の
上
に
を
き
て
よ
め
る
五
六
　
37
ふ
ね
よ
せ
て
む
す
ふ
ち
き
り
も
こ
と
国
の
な
み
ち
は
る
か
に
た
の
む
う
き
草
　
　
　
　
豊
洋
舟
中
　
38 
中
関
西
去
布
帆
軽　
況
値
狂
風
暴
雨
晴　
天
末
遠
山
纔
有
黛　
波
間
絶
島
不
知
名　
浹
辰
偃
臥
柁
楼
底　
尅
日
速
回
使
者
行　
沿
海
侯
藩
能
敬
命　
壺
漿
箪
食
自
相
迎 
＊2517
欠
　
　
　
　
右
西
游
詩
歌
若
干
首
」
中
節
録
詩
二
十
首
歌
十
七
首
以
示
公
輔
高
木
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杏
花
園
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印
（
大
田
／
覃
印
）
印
（
南
／
畝
）」
 
＊
両
印
と
も
実
捺
で
は
な
く
写
し
前
書
、
玉
の
浦
な
る
頭
人
高
木
何
某
所
持
し
け
る
を
、
河
久
保
大
人
の
も
と
に
て
見
る
事
あ
り
け
り
。
蜀
翁
の
書
と
も
毎
々
集
候
半
心
発
し
数
々
心
掛
け
れ
と
、
ま
た
中
々
に
揫
り
侍
ら
ぬ
に
、
祥
ひ
成
哉
こ
と
し
長
崎
の
大
悲
葊
に
遊
ひ
て
不
斗
見
け
る
ゆ
ゑ
、
し
は
し
か
り
て
夜
な
べ
し
て
そ
目
を
く
る
し
め
て
摹
書
し
け
る
。
于
時
あ
め
の
下
長
く
保
つ
拾
四
と
せ
卯
の
中
秋
初
三
日
な
り
け
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
楽
堂
主
人
印
（
雅
楽
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
＊
こ
の
印
は
実
捺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
瓊浦余韵
五
七
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
「
鶴
枕
之
伝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雅
楽
堂
」（
扉
題
・
隷
書
）
　
　
華
」
表
」
僊
」
歌
」（
題
字
・
篆
書
双
鉤
）
　
　
　
　
　
　
　
　
天
外
（
双
鉤
）　
印
（
天
／
外
）
印
（
市
僊
／
老
人
）
　
 
＊
印
記
は
す
べ
て
手
写
、
以
下
も
皆
同
じ
　
【
写
真
７
・
８
・
９
・
10
】
鶴
枕
の
記
天
外
市
仙
老
人
、
一
つ
の
長
枕
を
携
へ
来
り
て
し
め
す
。
こ
れ
な
ん
久
か
た
の
あ
め
に
」
は
ね
を
な
ら
へ
、
あ
ら
か
ね
の
土
に
枝
を
か
は
さ
ん
、
と
み
こ
と
の
り
せ
し
か
ら
の
み
か
と
の
枕
な
り
と
て
、
い
に
し
へ
か
ら
人
の
市
に
や
と
り
し
頃
も
て
来
り
し
と
そ
。
そ
の
頃
は
蜀
江
の
錦
も
て
つ
ゝ
め
る
か
、
今
は
た
ゝ
鶴
の
巣
籠
り
の
か
た
ぬ
へ
る
き
ぬ
の
み
の
こ
れ
ゝ
は
、
名
つ
け
て
つ
る
の
枕
と
よ
ふ
。
そ
の
枕
を
手
し
て
お
し
み
れ
は
あ
や
し
く
笛
の
ね
し
て
、
さ
な
か
ら
つ
る
の
す
こ
も
り
の
声
を
な
せ
り
。
今
は
女
郎
花
お
ほ
か
る
」
さ
と
に
、
尾
花
の
袖
を
引
田
と
か
や
い
へ
る
た
か
と
の
に
お
さ
め
し
と
な
ん
。
つ
の
ゝ
（
マ
マ
）
ま
く
ら
あ
さ
や
か
な
り
、
に
し
き
の
ふ
す
ま
き
ら
ゝ
か
な
り
と
う
ち
誦
し
て
、
天
外
老
人
の
た
め
に
か
い
や
り
ぬ
る
。
 
蜀
山
人
書 　
　
 
□
□
」　
五
八
【写真８】「鶴枕之伝」　題字「表」「僊」
【写真７】「鶴枕之伝」　題字「華」
瓊浦余韵
五
九
【写真10】「鶴枕之伝」　鶴枕の記（蜀山人）
【写真９】「鶴枕之伝」　題字「歌」
六
〇
　
　
繍
枕
楊
家
物　
奇
工
聴
鶴
声　
応
知
春
帳
夢　
並
駕
向
蓬
瀛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
卯
之
秋　
半
山　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
韋
行　
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
【
写
真
11
・
12
】
　
　
（
唐
美
人
画
）」（
続
き
）」
　
　
　
　
　
　
　
「
雅
楽
堂
臣　
伊
寿
気
写
」（
朱
書
）」
夢
に
見
し
霊
よ
り
雪
の
朝
日
か
な
　
　
　
右
題
鶴
枕　
　
　
　
　
北
筑　
四
軒
花
に
遊
ひ
月
に
た
の
し
め
る
楼
に
、
ひ
と
つ
の
枕
あ
り
。
う
へ
は
世
に
め
つ
ら
か
な
る
き
ぬ
」
も
て
つ
ゝ
み
、
中
に
は
あ
や
し
き
笛
を
た
く
み
た
れ
と
も
、
車
を
か
へ
せ
し
遊
児
か
ふ
け
る
ふ
へ
に
も
あ
ら
す
、
井
筒
の
う
な
ゐ
の
ふ
へ
、
牧
童
の
空
笛
に
も
あ
ら
す
、
こ
ゆ
る
き
の
い
そ
か
ぬ
は
か
り
の
千
世
を
こ
め
た
る
鶴
て
ふ
声
を
な
せ
り
と
て
、
名
つ
け
て
つ
る
の
枕
と
よ
ふ
。
是
な
む
む
か
し
か
ら
人
の
紅
閨
の
奇
な
る
へ
し
、
女
郎
花
の
名
に
愛
て
落
馬
せ
し
」
遍
昭
か
あ
た
名
た
つ
と
も
瓊
の
浦
の
た
ま
も
の
な
れ
は
、
ひ
と
度
は
手
し
て
さ
は
り
し
と
な
む
人
に
か
た
ら
む
。
　
　
花
鳥
の
は
な
れ
ぬ
廓
の
ま
く
ら
か
な
瓊浦余韵
六
一
【写真12】「鶴枕之伝」　唐美人図（韋行）２
【写真11】「鶴枕之伝」　唐美人図（韋行）１
六
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
津
の
菴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印　
　
印　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
鶴
枕
辞
盧
生
か
栄
花
の
長
枕
も
粟
の
い
ひ
に
覚
さ
れ
、
荘
周
か
一
睡
の
手
枕
は
虻
の
声
に
起
さ
る
へ
し
。
こ
ゝ
に
花
月
楼
の
錦
の
枕
は
、
か
り
初
に
さ
は
り
て
た
に
わ
か
の
浦
田
鶴
鳴
わ
た
る
声
の
し
け
れ
は
と
て
、
鶴
の
枕
と
な
む
な
つ
」
け
ゝ
る
。
君
か
一
夜
の
か
り
枕
に
鶴
の
千
夜
の
契
を
こ
め
て
、
人
の
眠
り
わ
か
ま
と
ろ
み
を
驚
か
さ
む
と
の
、
か
ら
人
の
た
く
み
と
も
聞
え
ぬ
。
と
し
の
夜
の
獏
の
枕
、
七
夕
の
夜
の
星
の
ま
く
ら
、
た
こ
の
浦
の
た
ま
〳
〵
に
通
は
ん
人
も
此
河
竹
の
流
に
ひ
と
よ
の
枕
せ
は
、
つ
ひ
に
も
ゝ
夜
の
数
を
か
さ
ね
て
ち
と
せ
の
楽
み
は
つ
き
さ
る
ま
し
と
そ
。」
　
　
佐
保
姫
に
か
し
て
と
き
は
の
ま
く
ら
哉　
　
ち
ぬ
の
園
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
　
　
古
枕
撫
来
聞
鶴
声　
仙
禽
護
得
幾
筆
賡　
笑
佗
呂
叟
嚢
中
物　
五
十
春
光
一
夢
栄
　
　
　
　
右
題
鶴
鳴
枕
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
都　
梁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□ 
□
瓊浦余韵
六
三
千
と
せ
の
松
に
よ
は
ひ
ひ
と
し
く
、
仙
家
に
行
か
ふ
お
ほ
鳥
の
、
子
を
お
も
ふ
声
親
を
し
た
ふ
声
、
と
も
に
笹
竹
の
ひ
と
ふ
し
を
こ
め
た
れ
は
、
音
声
呂
律
お
の
つ
か
ら
相
か
な
ひ
、
ひ
と
り
は
寝
し
ひ
と
り
は
寝
さ
せ
し
と
妙
な
る
響
き
を
」
お
さ
む
。
さ
れ
は
こ
そ
雲
鳥
の
綾
の
錦
の
よ
そ
ほ
ひ
を
つ
け
し
鶴
の
枕
と
は
い
ひ
伝
へ
た
れ
は
、
花
月
楼
の
一
奇
物
な
り
鳬
。
花
に
も
月
に
も
こ
れ
か
為
に
匂
ひ
を
と
ゝ
め
ひ
か
り
を
添
る
、
ゆ
く
え
定
め
ぬ
旅
人
の
わ
れ
〳
〵
か
よ
は
ひ
迄
も
の
ふ
る
こ
ゝ
ち
せ
ら
れ
て
、
た
ま
の
浦
の
玉
の
数
と
も
算
へ
つ
ゝ
、
こ
れ
を
賛
と
し
、
あ
る
し
の
も
と
め
を
」
そ
む
か
さ
る
の
み
。
　
　
　
　
　
花
に
声
あ
り
こ
れ
を
不
老
の
薬
か
な
　
　
　
文
化
庚
子
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫
た
つ
菴
葛
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
蝶
鳥
の
栄
ひ
さ
し
き
枕
か
な
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
雉
鳴（ママ
）
　
雉
　
善
つ
く
し
美
尽
す
と
は
此
花
月
楼
に
こ
そ
鶴
の
枕
こ
ゝ
ろ
か
高
く
な
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
尾
張　
由
肆　
◯
」
（
唐
人
（
玄
宗
帝
）
画
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
庚
午
秋
日
写
旧　
江
処
士
□
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
是
も
雅
楽
堂
の
臣
／
以
寿
気
写
」（
朱
筆
）」
　
【
写
真
13
・
14
・
15
・
16
】
六
四
【写真14】「鶴枕之伝」　鶴枕外箱
【写真13】「鶴枕之伝」　唐人図（江処士）
瓊浦余韵
六
五
【写真16】鶴の枕（写真提供：史跡料亭花月）
【写真15】「鶴枕之伝」　鶴枕全図と模様
六
　
鶴
枕
外
箱　
　
中
ノ
筥 
紫
檀
也
　
　
　
　
つ
る
の
枕　
　
一
筐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
　
　
　
　
　
　
　
長
﨑
寄
合
街
引
田
屋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
月
楼　
　
　
　
山
口
拜
之
」
　
鶴
の
枕
全
図
顕
按
す
る
に
、
玄
宗
皇
帝
貴
妃
ヲ
愛
シ
玉
フ
深
窓
ノ
中
ニ
有
処
ノ
枕
ナ
リ
ト
云
伝
、
是
不
詳
。
長
崎
卅
四
五
年
以
前
唐
人
市
中
徘
徊
猥
ニ
互
市
ヲ
ナ
シ
ヽ
頃
、
或
遊
女
唐
人
ヨ
リ
貰
ヒ
シ
モ
ノ
也
。
其
謂
今
何
不
可
知
。
唯
言
伝
テ
花
月
楼
ノ
珍
ト
ス
。
併
徃
昔
ノ
物
ナ
レ
ハ
織
物
殊
ニ
見
事
也
。
松
ニ
鶴
ノ
模
様
左
ニ
記
。
廻
リ
ノ
裁
地
紋
形
畧
之
。
　
（
枕
図
）
　
　
巾
七
寸
七
分　
長
二
尺
二
寸
五
分　
高
四
分　
「
松
鶴
ノ
モ
ヨ
フ
ア
リ
」（
朱
筆
）
　
　
小
口
　
　
緒
系
ノ
網
ニ
枕
ヲ
入
タ
リ
。
色
糸
紫
ニ
モ
有
哉
、
更
ニ
不
分
。」
　
鶴
の
模
様
瓊浦余韵
六
七
　
　
（
模
様
図
略
）」
　
　
　
鶴　
枕
　
　
　
　
鶴
枕
の
哥
を
こ
は
れ
し
か
は　
　
　
　
　
　
賀
茂
季
鷹
巣
に
こ
も
る
た
づ
の
音
す
れ
は
ぬ
る
ゝ
う
ち
に
見
し
五
十
と
せ
の
夢
は
も
の
か
は
」
鶴
啼
や
明
石
の
城
に
月
ひ
と
つ　
　
　
　
　
大
梅
鶴
舞
や
不
断
に
な
り
し
礒
の
春　
　
　
　
　
雄
嶺
鶴
鳴
や
湖
の
う
へ
ま
て
菊
日
和　
　
　
　
　
禾
木
」
霞
む
日
や
鶴
を
西
湖
に
呼
も
と
す　
　
　
　
一
具
閑
人
日
暮
る
る
こ
か
ら
し
き
く
に
磯
の
鶴　
　
　
梅
室
素
芯
」
わ
た
り
鶴
さ
ゝ
浪
に
さ
す
ひ
と
明
り　
　
　
由
誓
老
人
」
　
花
月
楼
に
鶴
の
枕
と
て
家
古
く
よ
り
持
伝
え
た
る
一
奇
物
あ
り
と
は
聞
と
、
み
む
事
か
た
き
と
思
ひ
す
て
た
る
折
か
ら
に
、
不
斗
藤
田
な
る
も
の
ゝ
携
へ
来
り
て
見
せ
け
る
に
、
き
ゝ
に
し
日
よ
り
恋
し
く
覚
へ
侍
れ
は
、
筥
の
蓋
さ
え
取
も
ま
た
れ
て
、
頓
て
取
出
し
、
手
に
取
て
よ
く
〳
〵
見
れ
は
、
寔
に
是
古
代
の
も
の
と
も
お
も
わ
れ
、
こ
れ
な
む
中
華
の
宮
中
の
玩
も
の
な
ら
ん
か
。
其
さ
ま
い
と
尊
ふ
と
く
、
鶴
の
巣
籠
の
模
様
な
と
」
縫
糸
処
々
き
れ
て
、
か
へ
つ
て
面
白
く
、
い
つ
こ
を
手
の
平
に
て
お
し
て
も
、
六
八
も
の
取
り
て
お
し
て
も
、
雛
鶴
の
声
あ
り
て
、
稀
有
希
代
未
曽
有
の
枕
な
り
。
流
石
に
瓊
の
浦
の
玉
と
も
い
わ
ん
か
。
長
き
夜
の
更
ふ
（
マ
マ
）く
る
迄
も
見
あ
く
る
事
も
な
く
、
願
は
く
は
一
夜
か
り
て
臥
さ
は
い
か
な
ら
む
か
殊
に
床
し
く
、
彼
高
楼
は
花
月
の
号
あ
れ
と
、
四
季
折
〳
〵
の
限
り
あ
ら
ん
や
。
此
枕
の
為
に
愛
な
く
引
田
さ
れ
て
通
ふ
も
の
も
世
に
は
多
か
る
へ
し
。
是
な
ん
人
を
鶴
の
」
ま
く
ら
と
も
い
は
ゝ
い
ふ
へ
し
。
　
　
永長
き
夜代
の
た
め
し
に
鶴
の
枕
を
は
丸
山
口
の
高い
楼へ
は
栄
へ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
つ
し
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶯
楽
庵
　
　
　
長
き
夜
や
現
に
鶴
の
ま
く
ら
も
と
　
　
　
　
　
　
　
癸
戌
の
長
月　
筆
を
採
る
」
　
詩
歌
帖
之
跋
文　
久
松
菊
也　
崎
陽
之
頭
人
尚
時
／
久
松
鷹
之
丞
祖
先
也
山
口
拜
之
か
家
に
鶴
の
枕
、
白
狐
の
玉
、
餅
花
の
太
鼓
な
ん
と
ゝ
い
ふ
世
に
ま
れ
な
る
宝
あ
り
し
に
、
年
つ
も
り
代
か
は
り
て
み
な
家
に
と
ゝ
ま
ら
さ
り
し
を
、
今
の
拜
之
か
代
に
な
り
て
、
あ
な
く
り
需
め
、
枕
の
み
そ
も
と
の
こ
と
く
に
取
収
め
た
る
も
の
な
り
。
扨
こ
の
枕
の
事
蹟
は
人
々
つ
は
ら
に
述
た
れ
は
、
言
に
及
は
す
。
さ
れ
と
彼
唐
の
帝
、
長
生
殿
」
に
て
七
月
七
日
の
夜
、
比
翼
連
理
の
私
語
を
（
マ
マ
）此
枕
辺
の
事
な
る
へ
し
。
さ
れ
は
此
家
に
も
た
へ
す
螓
首
蛾
眉
の
妓
婦
出
て
、
酔
客
に
根
引
せ
ら
れ
家
を
う
る
ほ
す
基
な
ら
ん
か
。
枕
啼
け
〳
〵
声
天
に
聞
へ
て
な
ほ
福
ひ
あ
ら
む
か
し
。
　
　
　
　
世
は
夢
や
枕
に
の
こ
る
千
代
の
声
瓊浦余韵
六
九
【写真17】「﨑陽蜀山翁在任中書遺法帖」　末尾
七
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
九
日
堂
主
人
□
」
　
（「
﨑
陽
蜀
山
翁
在
任
中
書
遺
法
帖
」
省
略
）
　
【
写
真
17
】
　
（「
松
花
堂
芳
野
の
道
記
」「
珠
聯
合
璧
」
抄
記　
省
略
）
　
（
巻
末
識
語
）
　
　
　
　
右
四
品
之
書
類
天
保
癸
卯
﨑
陽
に
一
歳
在
任
其
節
及
見
聞
間
に
〳
〵
認
置
て
一
巻
之
書
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
不
断
園　
印
（
家
在
／
墨
川
／
之
東
）（
朱
文
方
印
・
実
捺
）」
　
〔
付
記
〕
こ
の
濱
和
助
旧
蔵
写
本
『
﨑
陽
蜀
山
人
書
集
』
は
、
十
数
年
前
、
京
都
で
の
あ
る
研
究
会
の
席
に
、
当
時
ま
だ
京
都
大
学
に
ご
在
職
で
あ
っ
た
松
田
清
先
生
が
、
私
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
来
て
下
さ
っ
た
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
を
ど
こ
か
で
紹
介
す
る
こ
と
を
ご
慫
慂
下
さ
っ
た
の
だ
が
、
本
文
中
に
書
い
た
よ
う
に
こ
れ
が
写
し
物
で
あ
る
と
い
う
事
由
か
ら
、
何
と
な
く
躊
躇
し
た
ま
ま
、
今
に
至
る
ま
で
す
ず
ろ
に
日
を
過
ご
し
た
。
わ
が
怠
惰
の
仕
儀
に
対
し
て
な
に
と
ぞ
ご
海
容
を
賜
り
た
く
思
う
。
ま
た
若
木
太
一
先
生
に
は
『
崎
陽
雑
話
』
の
存
在
を
お
示
し
の
う
え
、
原
本
の
コ
ピ
ー
ま
で
お
送
り
賜
っ
た
。
両
先
生
の
ご
学
恩
、
瓊浦余韵
七
一
そ
し
て
末
筆
な
が
ら
ご
珍
蔵
の
文
物
の
あ
れ
こ
れ
を
お
見
せ
頂
い
た
、
史
跡
料
亭
花
月
の
現
女
将
中
村
由
紀
子
刀
自
の
ご
配
慮
に
、
慎
ん
で
鳴
謝
し
た
て
ま
つ
る
。
